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持続可能なバイオプラスチック導入の方針と施策
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バイオプラスチック製品の導入イメージ図3-1

※1	「地球温暖化対策計画」の目標：バイオマスプラスチック類（バイオマスプラスチック以外のバイオマス代替素材を含む）の導入により、2030年に209万トンの非エ
ネルギー起源二酸化炭素の排出削減
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4 その他の
プラスチック代替素材

　バイオプラスチックを活用する主体（素材製造事業者、ブランドオーナー等）は、従来の化石
資源由来プラスチックを代替する際に、様々な代替素材も含めて素材の検討・選択を行うこと
から、バイオプラスチック以外の他の代替素材について以下に整理する。これらのプラスチック
代替素材は、より持続可能性が高まることを前提に、適切に切り替えていく必要がある。

　紙は、バイオマス由来であり、生分解性を持つことから、ストロー、カップ、容器包装等で
プラスチックからの代替が進んでいる。原料であるパルプは、国産材約３割、輸入材約７割
で、供給量も多く（年間16,000千トン）、安定している18。また、原料の持続可能性の認証が
広く用いられており、これらを適切に活用することが期待される。
　他方、これまで容器包装等の分野において機能面（強度、バリア性、耐水性等）・コスト
面から、紙からプラスチックに切り替わってきており、再び、紙へ代替させるためには、これ
らの機能面・コスト面の課題をクリアしていく必要がある。
　加えて、多くの場合はコーティング等のプラスチックとの複合素材として使用されるため、
生分解機能を適切に発揮するためには、複合するプラスチックも生分解性プラスチックを利
用する必要がある。
　さらに、紙のリサイクルにおいては、紙に複合されるプラスチック等の混入による影響に
留意する必要があり、これらのプラスチック等を適切に分離し、リサイクルを進めていく必
要がある。

　バイオマス由来であり、生分解性を持つことから、不織布、フィルム、マイクロビーズの領
域でプラスチックからの代替事例が出てきている。特にセロファンは、国内企業の製造量が
世界全体の７～８割を占め、年間18千トン程度となっている19。フィルム、不織布等、様々な
形態で使用することが可能である。フィルムの場合は、質感がプラスチックフィルムと類似
しているため、使用後にプラスチックとしてのリサイクルルートに混入する場合には、他のプ
ラスチック種のリサイクルにとっては、セルロースが異物となり、プラスチックリサイクル（材
料・ケミカル）の阻害要因になることに留意する必要がある。そのため、当該セルロース成
形品を限定して回収・選別し、リサイクル等の処理を実施する必要がある。
　不織布（現在、主にPPから作られている）は、質感から分別・リサイクルの際に他のプラ
スチック種への混入が想定されない領域であり、また、マイクロビーズは意図せず自然環境
中に流出することの多い製品であるため、セルロースの海洋生分解性の利点を活用できる
製品領域である。これらの領域についての用途開発は、国の研究開発・実証事業において
も支援を実施している。

紙

セルロース成形品（不織布・フィルム・マイクロビーズ）

18	日本製紙連合会ウェブサイト,	パルプ材集荷推移・輸入比率（https://www.jpa.gr.jp/states/pulpwood/index.html）（閲覧日：2020年10月16日）
を参考にした。

19	国内のセロファン製造事業者にヒアリングした情報を参考にした。
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その他のプラスチック代替素材

（１）プラスチックとの複合素材としての紙粉、木粉、資源米、工業用澱粉、貝殻粉、石灰
石、CNF等

　紙粉、木粉、資源米、工業用澱粉、貝殻粉、石灰石、CNF等がプラスチックとの複合素
材として利用されており、複合素材は以下の例に示すように様々な用途での代替が進ん
でいる。

・紙粉複合プラスチック：PE、PP、PS等の代替として容器包装等
・木粉複合プラスチック：PP等の代替としてウッドデッキ等
・資源米複合プラスチック：PE等の代替としてごみ収集袋等
・工業用澱粉複合プラスチック：PE等の代替としてごみ収集袋等
・貝殻粉複合プラスチック：PP等の代替として日用品（箸）等
・石灰石複合プラスチック：PE、PP、PS等の代替として容器包装等
・CNF複合プラスチック：エンジニアリングプラスチック等の高機能プラスチックの代替と
しての車、家電等

　CNF以外の複合プラスチックは、物性の向上はあまりみられず、一定の物性を維持し
ながらプラスチックを減らす効果が中心であるのに対し、CNF複合プラスチックは、性能
が向上し、エンジニアリングプラスチック等の高機能プラスチックの代替として使用する
ことができる。ただし、いずれの複合素材も、使用後にプラスチックとしてリサイクルルー
トに混入する場合には、他のプラスチック種のリサイクルにとっては、プラスチック以外の
代替素材（紙粉、木粉、資源米、工業用澱粉、貝殻粉、石灰石、CNF等）が異物となり、
プラスチックリサイクル（材料・ケミカル）の阻害要因になることに留意する必要がある。
そのため、当該複合素材を限定して回収・選別し、リサイクル等の処理を実施する必要が
ある。
　紙粉複合プラスチックの容器・コンテナへの用途開発や、CNF複合プラスチックの自
動車部材への用途開発は、国の研究開発・実証事業で支援を実施している。
　

（２）シリカ等
　洗い流しのスクラブ製品に用いられる化粧品用マイクロビーズの一部について、シリカ
等での代替が進んでいる。海洋生分解性プラスチックへの代替と同様に、海洋に流出す
るマイクロプラスチック量の削減に寄与すると考えられる。

その他
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5 おわりに

　本ロードマップでは、プラスチック資源循環戦略の2030年にバイオマスプラスチックを最大
限（約200万トン）導入という世界トップレベルの野心的なマイルストーンを目指すべき方向性と
して、導入の方針と施策をまとめた。本ロードマップに沿ったバイオプラスチックの国内導入に
向け、施策として示した予算、制度的対応を総合的かつ速やかに検討・実施していくことが必要
である。
　また、今後のバイオプラスチックの国内導入量については、2030年のマイルストーンに向け
た導入状況のフォローアップはもちろんのこと、同時に、導入による枯渇性資源の使用削減
効果、温室効果ガス排出抑制効果、廃棄物・海洋プラスチックごみ削減効果を定期的に把握
していく。
　さらに、本ロードマップ自体についても、バイオプラスチック製造に関する技術的な進歩及び
導入の状況、リサイクル等における状況の変化等に応じて柔軟に対応していくことが望ましいた
め、2030年のマイルストーンに向けた中間的なタイミングで進捗状況の整理・評価を行い、必
要に応じて更新する。
　その後の2050年に向けた長期的な方向性として、より一層バイオプラスチックの導入が求め
られることから、技術的なイノベーションとともに社会的なイノベーションを図っていくことが重
要である。
　最後に、本ロードマップに沿って取組を展開しつつ、国際的な動向をしっかりと把握し、歩調
を合わせながらも、循環型社会の実現に向けて積極的に取り組み、世界をリードしていくこと
が必要である。


